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生
活
保
護
世
帯
の

進

学

支

援

生
活
保
護
制
度
等
を
強
化
・

拡
充
す
る
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

法
等
改
正
法
が
成
立
し
一
部
施
行

さ
れ
そ
の
１
つ
と
し
て
、
生
活
保

護
世
帯
の
進
学
支
援
で
大
学
へ
行

く
準
備
給
付
金
を
最
大
３０
万
円
支

給
す
る
と
あ
る
が
こ
の
法
律
の
説

明
を
。保

護
世
帯
の
子
ど
も
の
大
学

等
に
進
学
し
た
者
に
対
し
進
学
準

備
給
付
金
を
支
給
す
る
制
度
が
創

設
さ
れ
６
月
８
日
か
ら
関
係
法
令

が
施
行
さ
れ
て
い
る
。
自
宅
か
ら

通
学
す
る
自
宅
生
に
１０
万
円
の
準

備
金
、
自
宅
外
か
ら
入
学
さ
れ
る

者
に
３０
万
円
が
支
給
さ
れ
る
。
ま

た
、
今
ま
で
は
、
大
学
生
に
な
っ

た
場
合
、
世
帯
分
離
さ
れ
、
保
護

世
帯
の
一
員
と
し
て
勘
定
さ
れ
な

か
っ
た
が
、
今
回
よ
り
世
帯
分
離

は
行
わ
れ
る
が
、
住
宅
扶
助
そ
の

ま
ま
で
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

対
象
に
な
る
今
年
・
来
年
度

の
人
数
は
。

今
年
度
９
世
帯
、
来
年
度
６

月
１
日
現
在
で
１４
世
帯
。
た
だ
、

９
世
帯
の
う
ち
進
学
し
た
方
が
お

ら
ず
支
給
を
受
け
た
方
は
い
な
い
。

準
備
金
を
つ
く
っ
た
が
、
今

ま
で
で
の
進
学
率
が
非
常
に
低
い
。

こ
の
低
さ
の
原
因
は
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

生
活
保
護
は
、
最
低
生
活
を

保
障
す
る
制
度
で
、
そ
れ
以
上
の

貯
蓄
等
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
世

帯
分
離
で
、
保
護
を
受
け
ら
れ
な

く
な
る
こ
と
が
原
因
か
と
考
え
ら

れ
る
。進

学
率
は
。
ま
た
、
進
学
率

が
７
０
、
８
０
％
に
届
か
な
い
の

は
な
ぜ
か
。

平
成
２８
年
度
の
実
績
で
、
全

国
全
世
帯
の
進
学
率
７
３
．
２
％
、

内
生
活
保
護
世
帯
は
３
３
．
１
％
。

市
内
全
世
帯
の
進
学
率
は
９
４
．

２
％
。
内
生
活
保
護
世
帯
は
５０
％
。

生
活
保
護
は
そ
れ
な
り
に
制
約
等

も
あ
り
、
自
分
は
そ
の
世
帯
で
な

い
世
帯
と
し
て
生
活
し
た
い
と
望

む
方
も
お
り
、
家
を
出
て
行
く
方

が
い
る
こ
と
も
一
因
か
と
感
じ
る
。

一
人
一
人
を
見
な
け
れ
ば
こ

の
問
題
は
解
決
し
な
い
と
思
う
。

今
年
度
の
予
算
で
、
経
済
的
に
苦

し
い
家
庭
の
子
ど
も
に
対
す
る
学

習
支
援
事
業
を
拡
大
す
る
よ
う
に

と
国
の
ほ
う
か
ら
も
出
て
い
る
が
、

本
市
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

本
市
と
し
て
は
、
学
習
支
援

事
業
の
重
要
性
を
認
識
し
、
ま
た
、

親
の
経
済
格
差
が
子
ど
も
に
受
け

継
が
れ
る
「
貧
困
の
連
鎖
」
を
断

ち
切
る
た
め
、
橿
原
市
退
職
校
園

長
会
に
委
託
し
て
、
学
習
支
援
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。

今
言
っ
た
の
は
、
小
中
学
校

で
生
活
困
窮
者
世
帯
が
現
在
利
用

さ
れ
て
い
る
従
来
型
だ
が
、
高
校

生
の
大
学
進
学
に
つ
い
て
支
援
策

は
な
い
の
か
。

現
在
、
高
校
生
か
ら
大
学
へ

進
学
す
る
に
当
た
っ
て
の
学
習
支

援
は
残
念
な
が
ら
特
に
な
い
の
が

現
状
。生

活
保
護
の
家
庭
に
生
ま
れ

た
ら
大
学
へ
行
け
な
い
の
か
。
こ

の
悲
痛
な
叫
び
に
ど
う
応
え
る
の

か
。
市
と
し
て
早
く
こ
の
問
題
に

手
を
つ
け
て
ほ
し
い
。

検
討
す
る
。

生活保護のしおり

一般質問

竹
田
の
ぶ
や

（
自
民
党
）

認
知
症
高
齢
者
等
へ
の

取

り

組

み

全
国
の
認
知
症
の
人
は
６５
歳

以
上
の
約
７
人
に
１
人
で
、
２
０

２
５
年
に
５
人
に
１
人
に
上
昇
す

る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
本
市
の

認
知
症
高
齢
者
の
現
状
と
２
０
２

５
年
、
２
０
４
０
年
の
予
測
は
。

認
知
症
と
把
握
で
き
る
の
は
、

介
護
認
定
申
請
者
の
う
ち
認
知
症

自
立
度
が
Ⅱ
ａ
、
つ
ま
り
日
常
生

活
に
支
障
を
来
す
よ
う
な
困
難
さ

が
多
少
見
ら
れ
る
が
、
誰
か
が
注

意
を
し
て
い
れ
ば
自
立
で
き
る
程

度
以
上
と
さ
れ
て
い
る
人
で
、
４

月
１
日
で
２
，
６
７
５
人
で
あ
る
。

平
成
２７
年
１
月
発
表
の
「
認
知
症

施
策
推
進
総
合
戦
略
」
か
ら
算
出

す
る
と
、
認
知
症
有
病
率
が
一
定

と
し
た
場
合
の
認
知
症
高
齢
者
数

は
２
０
２
５
年
６
，
７
９
４
人
、

２
０
４
０
年
８
，
３
５
８
人
と
な

る
。
認
知
症
有
病
率
が
上
昇
す
る

と
仮
定
し
た
場
合
は
２
０
２
５
年

７
，
３
６
７
人
、
２
０
４
０
年
９
，

９
２
０
人
と
な
る
。

認
知
症
は
増
加
の
一
途
で
社

会
問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
根
本

的
な
治
療
法
は
存
在
せ
ず
、
予
防

及
び
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
大

切
で
あ
る
。
高
血
圧
や
糖
尿
病
な

ど
の
血
管
危
険
因
子
が
認
知
症
の

発
症
に
関
与
し
、
定
期
的
な
運
動

や
社
会
的
参
加
な
ど
が
発
症
の
防

御
因
子
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
き
て
い
る
が
、
有
酸
素
運

動
、
対
人
交
流
な
ど
の
認
知
症
予

防
の
取
り
組
み
は
。

認
知
症
予
防
セ
ミ
ナ
ー
、
元

気
は
つ
ら
つ
体
操
教
室
や
シ
ニ
ア

塾
な
ど
に
平
成
２９
年
度
延
べ
２
，

１
２
９
人
、
住
民
主
体
の
介
護
予

防
の
サ
ー
ク
ル
活
動
に
２９
年
度
１２

カ
所
で
延
べ
５
，
６
５
７
人
の
参

加
が
あ
っ
た
。
行
政
主
体
だ
け
で

は
な
く
、
住
民
主
体
の
サ
ー
ク
ル

や
事
業
者
な
ど
が
徒
歩
圏
内
や
公

民
館
に
集
い
の
場
を
つ
く
っ
て
、

活
動
の
輪
が
広
が
る
よ
う
支
援
し

た
い
。警

察
庁
に
よ
る
と
２
０
１
６

年
の
行
方
不
明
届
け
出
者
数
は
全

国
で
約
８
万
５
，
０
０
０
人
、
う

ち
約
２
万
人
が
７０
歳
以
上
で
、
そ

の
約
８
割
は
認
知
症
が
原
因
と
報

告
さ
れ
て
い
る
。
行
方
不
明
に
な

っ
た
認
知
症
高
齢
者
の
９
８
．
５

％
が
届
け
出
か
ら
１
週
間
以
内
に

所
在
確
認
が
で
き
て
お
り
、
徘
徊

の
症
状
の
あ
る
人
が
一
人
で
出
か


